
   

 

 

 

 

■稲架掛け（はさがけ）とその効果について 

刈り取って束ねた稲を棒などに架けて約 2～３週間、

天日(太陽光線)と自然風によってゆっくり乾燥させ

ます。この自然乾燥を「稲架掛け」と言います。ゆっ

くり乾燥させることでお米 

が割れにくくなり、きれい 

なお米に仕上がるそうです。 

また、一説には、逆さにし 

て天日にさらすことで、葉 

や茎に残っていた養分がモ 

ミに集まって後熟が進み、お米を炊いた時の味やツヤ

が豊かになるといわれています。お米を乾燥させる手

段として、機械乾燥で大量に乾燥する方法もあります

が、最近では、省エネで後熟が進む自然乾燥の「稲架

掛け」も注目されているそうですよ。 

今年の十五夜は９月２９日でした。 

管理棟の前では、9/28～9/29の 

2 日間、毎年恒例のススキの無料配 

布を行いました。ささやかですが、 

みなさんに季節を感じていただけた 

のではないでしょうか。 

★十三夜は１０月２７日(金)です。 

夏から秋へと変化が見え

始める秋、もりもりクラブ

の川田いつ子さんを講師

に迎え、いろいろな植物に

ついて楽しいお話を聞く

ことができました。次回、

冬の植物観察会は 2 月２

４日（土）です。お楽しみ

に！ 

後期のあおぞら太極拳・ヨガ教室が、それぞれ 9/6、

9/7 から始まりました。青空の下、気持ちいい汗を流し、

心も体も健康になってくださいね！ 

９月２４日（日）、どろんこクラブの 

一大イベント、「稲刈り」を行いまし 

た。防鳥ネットをかい潜り、何回も 

カモが稲穂を食べに進入してきまし 

たが、多少被害が出たものの、ホッ 

ツケ田にはしっかりと稲穂が実って 

いました。メンバーみんなが種もみから育てた稲を自分たちの

手で収穫です！農業経験のあるシルバーさんに教えてもらい 

ながら、稲を結び稲架掛けしまし

た。みんなコツをつかんだようで、

あっという間に作業終了です！稲

架掛けした稲を２～３週間ゆっく

り乾かすことで、おいしいお米が出

来上がります。メンバー1 人 1 人が 

育てたお米がどのように仕上がるか期待に胸を膨らませて待

つことにしましょう。次回のどろんこクラブは、１０月１5日

（日）「脱穀」です。お楽しみに！ 

９月５日（火）、古河公方 

公園展示室にて、第８７回 

古河公方公園づくり円卓会 

議を行いました。今回は、 

御所沼コモンズについてな 

ど、委員のみなさんと様々 

な意見を交わしました。次 

回の開催は、１１月２２日（水）です。 

キンモクセイ 

★古河公方公園公式アカウントを開設しました！ 

公園の様々な情報をアップしていますので、是非みな

さまフォローをよろしくお願いいたします。 

・Instagram     @koga_kubou/ 

・X（旧 Twitter）    @kubou_park 

 

インスタグラムアカウント Ｘ（旧ツイッター）アカウント 


